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A
地域包括支援センター併設コミュニティカフェ「てりは包カフェ」で開催していた「哲学カフェ」は大人気の集
いの場。コロナ禍で中断、変更と再出発の繰り返しですが、「集う」ことを諦めず、みんなで工夫しています。

「集う」ことをやめない　～「哲学カフェ」→
「雑談フロア」→「つながりフロア」～

箕面市北部・西南地域包括支援センター
箕面市
大阪府

10

参加急増！

男性が多いのが特徴

進行役が「お題」を提示

してカフェスタートです。

地域の高齢者と物理学者と哲学者が思いを語り合います。

みんな熱心に耳を傾けます。

新型コロナ

感染流行

何何ととかか開開催催をを模模索索……

「「緊緊急急事事態態宣宣言言発発令令」」

開開催催ででききなないい状状況況にに……

老若男女問わず「集

いの場」になりつつあ

りました…

～

物理学者の先生

「不定期でもやろうよ、

雑談しようよ」

～

マスクを外して

コーヒータイム

終わらない制限

集まっていいのかな？

感染者が出たら…

集う場をなくさない

新しい形でもいい

先先生生方方もも参参加加ででききななくくななりりまま

ししたた……

～ お題を持ち寄る

みんなで「 」ことを「

」工夫をしています。

再開される方もいて、少しずつ

参加者が増えています。

包カフェでは、週 回のラジオ体操も続けて

います。人が集まり、情報を交換する「峠の茶

屋」みたいな場所になれば…
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